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コロナ禍とスタートアップ大国インドの未来
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カタレ・スレッシュ紹介

• 東京工業大学へ留学、
修士・博士課程を修了
（1989-1994)

• 富士通（株）へ入社
(1994-2000)

• インドにて富士通とのJVを創
業・経営（2000-2010)

• IJCCI(印日商工会議所）を共
同設立 （2006-)

• 日本企業のGIC
を複数設立 (2010-2019)

• JETROチェンナイ事務所にて
アドバイザーに従事（2010-
2015)

• JCSSに参画 （2019）

• 30年に渡り日印関係の活動
に携わる

事業内容：

インド進出支援

「トランザクション

（投資、M&Aを含む）」

と

「ライフサイクルサポート

（技術提携、

市場調査から会社

設立関連、運営関連）」

Accelerator
(Strategic Advisor)

Early Stage VC, Co-
investing together & Create 
value for Stakeholders
(Potential Investor)

（株）JCSSコンサルティング

(取締役社長)

PE Fund
(Strategic Investor)



JCSS Consultingの概要

事業内容
海外法人＆

パートナー
会社情報



変わった世界

これまでの人生で最大のクラ
イシスに直面していますか

新しい機会

スタートアップに影響あるか

影響範囲？

その通り

絶対に
ある

本日の
セミナー
で議論

たくさん



スタート
アップ＆エ
コシステム
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コンテクストの設定：特徴・文脈を理解する

インド
エンジニアリング人材が豊富

新興経済における起業家精神

巨大な市場

若い人口

確りした法律

多くの問題を抱えており、起業家に大きな余
地を与えています。

インド国内のニーズに対応し、同時に国外へ

製造業に長けている

知財に守られた技術

代替製造拠点

新しい顧客ベース
アジア、中東、アフリカ

日本

成熟した経済であり、高品質
を要求し、日本から世界へと
拡大します



インドのスタートアップ・エコシステム

インドのスターアップ数

55,000

アクティブースタートアップ数

40,000

DIIP登録済のスタートアップ数
33,000

投資を受けた後閉鎖したス
ターアップ数

385

インドのスターアップが
受けた総合投資額

$63 Billion

投資ディール数

5,400

投資を受けたスタートアップ数

3,202

Unicornになるまでの
平均年数

7年間
の投資家がインドのスタート
アップ資金調達に参加

4,640

Unicornの成長

34

Decacorn
03

閉鎖したスタートアップ数
（上記の385を含む）

10,000+

データは、２０１４年から２０２０年６月までの期間

Source: Inc42 Media

世界中、３番目の大きなスタートアップ・エコシステム、成長率は 12 – 15% / 年

Unicorn = 会社の価値は US$ 1 Billion以上、
Decacorn = 会社の価値は US$ 10 Billion以上

DIIP: Department for Promotion of Industry & Industrial Trade; 



スタートアップ・エコシステム： タイムライン

Source: Inc42 Media
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インド政府の
“Startup India”開始

企業登記
の簡易

NASSCOM 10K 
Startup開始



スタートアップ・エコシステム –エネーブラ

Source: Inc42 Media & Bengaluru Innovation Report 

エンジェル・インベスターズ

2,751
スタータップ・エコ

システムにアクティ
ブな企業数

797

エンジェル・ネットワーク

44
VCファンド参加数

849

「アクスラレーター」と
「インクベータ」数

200+
ファミリー・ファンド

45

データは、２０１４年から２０２０年６月までの期間

スタートアップ・エコスステムの地域（2010 – 2019）



スタートアップ・エコシステム：ユニコーン＆スーニコーン

2022年までにUNICORNになる可能性のある
スタートアップ一覧

Source: Inc42 Media

UNICORN社の一部

ユニコーン：３６社
総合価値 = US$ 119 Billion
総合資本調達額 = US$ 36 Billion

ソーニコーン：５２社

スタートアップ成功要因（一部）：
マーケットのニーズへに答え
創立者は技術兼情熱を持つ起業家
インド現地のニーズの把握
技術を効果的に
など



起業家、なぜ多いか

アメリカ（特にシリコンバレー）との
強いつながり

Source: LinkedIn Data, Bangalore Innovation Report, Individual Research

ネットワークの効果：

新しい起業家を作成するスタートアップの
スノーボール効果

大人口の中での生存

若い人口の願望

デマンド＆サプライのギャップ

失業

家族と友人のサポート、
失敗しても許す社会

歴史的にインドは貿易の国

インドは多くの問題を抱えており、起業家に
大きな余地を与えています。

2016年ランチ ；

当初ローエンド、ローコス
トをターゲットが、低品質

現在 202億US$ 投資を
2020年の5月から７月に

インド政府からの強い支援

社会課題がたくさん



東南アジアと日本との比較。。。

Source: METI, Japan - May 2020

スタートアップの調達総額の推移（インドとその他） スタートアップの調達総額の推移（日本）

スタートアップ・エコシステムの都市別 別主要スタートアップに対する投資家の分布ランキング



コロナーの
影響
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スタートアップ投資環境– 2020年1月から６月（１H）

投資状況（月ごと）

分野ごとの投資状況
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※ コロナ禍の実際のインパットは２H
（Jul – Dec)のデータに表示される

Source: YOURSTORY



スタートアップ投資環境– 2020年1月から６月（１H）

ステージ毎の投資状況
ステージ毎の投資状況「1H 2020
年」対 「1H 2019年」

１件あたりの投資額が減り、投資件数
が上がっているが、総合投資額が減少

アリーステージの
ディール数

成長ステージの
ディール数

アリーステージの
総合投資額

成長ステージの
総合投資額

レイターステージの
ディール数

レイターステージの
総合投資額

アリーステージ 成長ステージ レイターステージ

Source: YOURSTORY



コロナ禍での運用影響

全体的
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6月から限られた再開

3月から5月は困
難
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コロナ禍での運用影響

Source: NASSCOM

収益の減少に直面している

92%
収益が40％以上落ち込んでいる
62%

収益が80％以上急落した
34%

B2Cスタートアップは閉鎖に直
面している

60%
一時的に停止

40%
０から３ヶ月間のキャッシュラ
ンウェイ

70%

収入の減少

インパクト
投
資
影
響

投
資
調
達

を
見
送
り



コロナ禍の影響：フォーカス・アジェストメント

FO
CUS

Consumer 
Goods

Consumer 

Internet

B2B SaaS

Deep Tech

影響なし
逆にヘルスケアとライフサインの
スタートアップ企業はさらにフォー
カスを磨く

アジェストメントは少ない
エンタープライズまたはSMBを含む；
セールスが数ヶ月遅れている程度
テクノロジを使ってフォーカスシフト

プレコロナへ戻りつつ
市場がゆっくり正常に戻っている
オンライン・パッケージグーズ

ルーラルの消費はアーバンより多い

コンシューマー製品・サービス、リ
テール・テクノロジー等のスタートアッ

プの戻りが消費者行動に依存

影響を受け

（教育とヘルスケアを除く）
シェアライド、フード配達、

トラベル、ソシアル・コマース、
フィンテック、その他の使用が減少

フィンテックはトラベルよりも早いく、
フード配達はトラベルよりも早く戻る

影響強く受けている分野毎のスタートアップ一覧：
シェアライド（Vogo, Bounce)、フード配達（Swiggy, Zomoto)、トラベル（Oyo, Treebo, Zolo）、ソシアル・コマース（Messho, Shop 
101)、フィンテック（PayTM, Phonepe)、その他（CureFit, Urban Company, Peperfry, Urban ladeder, Udan)の使用が減少



ポストコロナ--
トレンド＆

テクノロジー

03

Topics



ニューノーマルに向けて

Hybrid 
Model

[ニューノーマ
ル」はどのよう
になり、将来の
仕事はどうなる
のでしょうか？

Rise of 
Virtual

Platforms

従業員が選択できる柔

軟な文化リモートまたは
オフィスで作業する

今後会議室
効率化Rethinking 

of Office 
Space

短期・中期的にはSOHO
とリモート・ワーキング・
ソリューション

Aggressive 
use of AI

平凡と反復的な作業
の自動化

技術の急速な採用

Promoting 
Wellness

ワークライフバランスを
維持

カウンセリングを提供

Upskilling &
Reskilling

労働力の40％は、2022年
までにリースキルが必要



コロ
ナが
の影
響

は少
なく
ても
後半
年

から
1年あ

り

ポストコロナのランドスケープ変更

企業
のオ
ペレ
ーシ
ョン

上の
変更

コロナ禍
による

変化

大企業に対してはディジタル・トランスフォメーションのスピーディに採択

→ TCS社は2025年に25%の社員のみオフィスに、75%はWFHになる作業
将来的に合併や買収（M & A）の急増

ウェブ会議は普通に使える

９月前半時点で、多くの経済活動が再開

観光、ホスピタリティ、お金の使いはこの期間にはミュート

農業セクターの成長、地方の消費に影響少なくなる

Tech、Fintech、Health techは、市場での地位を拡大

マイクロ・モビリティ： ２輪車のデマンド増加

オンライン教育が通常の学校と並行する

製造
業業
界

テクノロジーとデジタル化の強化 （クラウド・センサー・など）

産業自動化がより高く受け入れる （HMI、ロボティクス）
サプライチェーンの考え：JIT同等でJust-In-Caseの考慮 （ロジ）

アライアンス・技術パートナーシップの緊急の必要性

デマ
ンド
の変
更



ポストコロナ：スタートアップ・ランドスケープの変更

コロナ禍
による

変化

フォーカスセクター

SaaS (リモートワーク、OTT、ゲーム等）

Edtech
E-コマース / フィンテック

モビリティ （マイクロ・モビリティ）
アグリテック
ヘルスケア

Top Cities

バンガロール

NCR（デリー近辺）

ムンバイ

Deal 
Flow

小規模から中規模であり、大規模が保留

Conserve 
Capital

最低１２ヶ月分のキャッシュ・ランウェイを持つ

Efficient 
Business 
Model

クライシスを扱える



スタートアップの成長が続く。。。

Education:
テクノロジーインターフェースが多くなる
トラディションから変わったスキルアップ・リースキリングが必要

01

Enterprise problem solving: 
ビッグデータ、ML, AIを使って効率化。
特に、ヘルスケア、小売、ロジステック、等の分野では、デジタルマー
ケティング、SaaSのテクノロジーをスピーディに適用する

02

Health Care:
ヘルスケアでのデジタル化の加速。 Telemedicine (3月から5月は
5000万のオンライン・メディカル相談（500%成長）。
デジタルテクノロジー、VR/AR/MR/, 5G, Imaging、などの技術

03

Sales &  Marketing :
デジタル方法を使ってカスタマー獲得で、資本の効率化
6月にHyundai自動車メーカに携帯から20,000の問合せあり、その内
2,000車がオンラインにて販売

04

Manufacturing :
Industrial AI、ドロンの使用、IoT、Computer Vision、AR/VRの適用
「Self Reliance」 -インド政府からのローカル製造へのプッシュ

05

テクノロジー採択にスピード感



スタートアップに投資もし続く。。。

資金調達

投資
セクター

アリーステージ
が多い（特にPre-

Series A）

392件のディール
（1年前から3.2％
増加）＝各投資
のサイズに減少

363社が投資を
受けている

ファイナンスサービ
ス・フィンテック

71件のファンディ
ング全体で8億
9,960万ドル

Edtechに
大幅な増加

19年1Hと比較し、
５倍も増え、7億

1,400万ドル

ライフサイエンス：
ヘルステック、ビ
オテック、メヂケア

新技術（例：ブロッ
クチェインを使っ
た健康パース
ポート、等）

デジタル製造
総額41億6000
万ドル

19年1H比べ
14.7％減少

前半７２％、
後半２８％

債務資金の増
加（50%アップ）

1月から6月の投資実績

投資
ステージ

投資注目

セクター

8月中旬から9月中旬の
スタータップへの投資

2025年までユニコーン社数は１００に

Source: YOURSTORY & INC42 Media, Individual Research 
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インドスタートアップはどのような機会を与えているのか

コロナ禍の影響で、チャレンジと機会を同時に与えている

チャレンジ
機会課題

さらなる

ポテンシャル



テクノロジー参加＆投資参加

インドの
経済要素
が求める
効率化

テクノロジー主導のスタートアップへの投資
（B2B SaaS, Consumer系のようなユニットエコノミクス）
少額の投資の参加でスタートアップ投資のフレーバー
を理解
評価の倍数は以前より根拠がある

Life Science（生命科学）の分野
IoT （特に、 工業製造へのデジタル移

行）、ML、などの技術
通信事業へのフォーカス（5G技術）

インド顧客の独自の専門知識と日本の
技術を組み合わ、Win-Winになりうる

スタート
アップに
投資家の

参加

スタート
アップと
テクノロ
ジー企業
の協力

インド政府： 2000年6月から防衛が
100％の外国直接投資（FDI）を受け入れ
る。鉄道の民間化2023年3月から開始。

上記両方にも、技術移転を提供する意
思がある日経OEMの参加可能。

MyLab： ６週間以内に低コストPCRキッ
ト開発（INR 1,200 = JPY 1800)、複数テス

ト可能な装置開発でさらにコストダウン
（INR 1,000 = JPY 1450)

Drishti: 監視用のリモート技術 – 工場

の生産性とサプライチェーンを遠方から
監視。AIを活用した工場プラントの予測
メンテナンス ー US$ 25 Millionの投資

をコロナ時（６月）に受けた

Happiest Mind : デジタルサービス社
のIPO (9月7 – 9日）、コロナの中で、１３０

倍も購読(Subscribe)された

事例



スタートアップ投資で日系企業が直面する課題と提言

Source: METI, Japan - May 2020

日系企業が直面しがちな課題 日本企業に対する提言



日本の皆様のニーズに「JCSS日本」がサポートし続く

「トランザクション（投資、M&Aを含む）」
と

「ライフサイクルサポート（技術提携、市場調査から会社

設立関連、会計・監査・法務の運営関連）」

の

インド進出に関しての問い合わせ

suresh.kg@jcssglobal.com

mailto:suresh.kg@jcssglobal.com


市場（規模、特性、規制など）
双方の強み、弱み

お客様の目的の再確認

Win Win構造
戦略的連携候補企業

事業開発活動提案

ライフサイクルサポートの業務内容
「Thinking to Decision to Operation」

30

事業
企画・
計画
（開始）

技術
調査
＆

FS

市場
調査
＆
FS

デュ
ーデ
リ
ジェ
ンス

インド進
出時の
サポート

お客様の活動

トランザクショ
ン（M&A、ファ
ンディングを含
む）アドバイザ
リー ＆ プロ
ジェクト管理

共同
CONSULTING

進出＆会社設立を判断するた
めの直前のサポート・サービス

インド進
出時
ワーク
ショップ
＆要件
理解

会社設立以降の業務 & アドバイザリー

会計、監
査、税務、
タックス、
法務、人
事労務

事業
企画・
計画

企画書

導入

採用・教育

調達

運用

本番化

BOT
(GIC)

FS:ﾌｨｼﾞﾋﾞﾘﾃｨ･ｽﾀﾃﾞｨ

次のページにて説明



会社設立以降の業務詳細 「Decision to Operation」

アシュアランス

法務

経営支援

計画

事業計画

フィジビリティ・スタディ

ビシネスモデル作成

価値評価
デュー・デリジェンス

合併・切り離し

内部財務管理

監査・各種証明
企業ガバナンス

企業リスク管理

法務デューデリジェンス

各種商業契約書作成
訴訟関連サポート 直接税

間接税

その他
サービス財務会計

従業員ペイロール
法定手続き支援

各種経営指標報告

GST
関税・輸出入税務

外為関連税務

法人税に関するアドバイス

駐在員所得税関連
直接税に関する訴訟対応

移転価格税制
国際税務



トランザクション・アドバイザリ詳細

Motivate    I                    Integrate    Negotiate   Investigate 

§Due Diligence

- Financial

- People / Culture

- Legal

- Intellectual Capital

§Summarise Finding

§Set Deal Terms

- Legal

- Structural

-Financial

§Secure key talent 
and integration 
team

§Close deal 

§Finalise and 
execute 
integration plans

- Organisation 

- Process

- People

- Systems

§ Alignment of 
organisational levers

- Rules and policies

- Goals and measures

- Org. Structure

- Training

§Liabilities

§Human capital 
retention and 
elimination

§Financial Viability

§ Integration Issues

§Synergies and 
Economies of scale

§Price

§Performance

§People

§Protection

§Governance

§Timeline

§Cost

§Revenues

§Results

§Perception

- Shareholders

- Customers

§Sustainable changes

§ Industry evolution

§Competitive 
pressures

§Workforce shifts and 
demographics

Ke
y 
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CORPORATE	ADVISORY ASSURANCE DIRECT	TAX INDIRECT	TAX ENTERPRISE	SUPPORT

弊社のお客様 （一部抜粋）



ご静聴ありがとうございました

THANK YOU


